
【道北地域の医療における現状】
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持続可能な社会・経済の形成

【遠軽・紋別地域の医療における現状】

路外逸脱事故 地吹雪による多重追突事故

未着手区間
豊富北IC～稚内

未着手区間
天塩IC（仮）～幌延IC

事業中区間
音威子府バイパス

未着手区間
美深北IC～音威子府IC（仮）

【上川北部・宗谷管内の管外救急搬送（R1）】

（令和７年度 開通予定）

稚内地区
5件

上川北部地区
45件

旭川赤十字病院
旭川医科大学病院等

合計67件が札幌・
旭川方面へ搬送

札幌方面へ

道北圏の高次救急
医療を旭川と連携

補完

名寄市立総合病院

北留萌地区
（幌延町・天塩町）

1件

計画段階評価中
中川～天塩

約２５０ｋｍ

【北見市への救急搬送件数(陸送)】

資料：網走開発建設部調べ

【旭川市への救急搬送件数(陸送)】
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＜第三次医療機関＞
旭川赤十字病院

●診療科目数：28科
●病床数：一般480床

遠軽瀬戸瀬IC～遠軽IC
令和元年12月21日開通

L=6.8km
事業中区間

遠軽IC～上湧別IC（仮）

北見市内病
院

＜第三次医療機関＞
北見赤十字病院

●診療科目数：26科
●病床数：一般490床

丸瀬布IC～遠軽瀬戸瀬IC
平成28年度 開通

L=11.2km

稚内～旭川間は約２５０ｋｍあり、東京～名古屋間と同程度の距離 （片道約４時間）を救急搬送して
います。
道北地域の医療圏においては、救命救急センターの数が限られており、中核となる三次救急医療機
関は名寄市のみであり、名寄市への救急搬送件数は増加傾向にあります。そのため迅速性及び安定
性の高い救急搬送ルートの確保が課題となっています。
高規格道路を整備することによる時間短縮効果や事故等に対する安全性向上は必要不可欠です。

遠軽及び紋別地域から第三次医療機関である旭川赤十字病院や北見赤十字病院への救急搬送は
重要な役割を担っており、旭川・紋別自動車道の延伸により搬送時の安全性向上や時間短縮が期待さ
れます。

南宗谷地区
16件

稚内市

旭川市

■四国4県と道北との面積比較

道北地域の面積は、
四国4県の面積と
ほぼ同じだが、
三次救急医療施設
（救急救命センター）
1カ所あたりのカバー

面積は、約4倍と
なっている。

★救命救急センター

士別剣淵～名寄

道北地域 四国４県

救急救命センター
４市（１２箇所）
1,567km²/箇所

救急救命センター
２市（３箇所）
6,230km²/箇所

約４倍

事業の必要性
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車両のすれ違いが困難 見通しの悪い横断歩道

車が見えな
いよぉ

除雪労務：特殊作業員、普通作業員、
運転手（特殊・一般）、土木一般世話役

▼除雪が滞った場合の道路利用者への影響▼保有除雪機械の経過年数

▼公共工事労務単価は年々上昇
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更新台数21台

約34％

全体台数
1,082台

未更新
台数
360台

令和4年度（2022年度）

更新台数
321台

（R4～R14累計）

未更新
台数
591台

全体台数
1,084台

要更新機械が約54％に増加

（10年後）
令和14年度(2032年度）
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単位：億円

※R5の除雪費は単価の変動を考慮した過去5ヶ年の平均値から算出した見込額

▼除雪予算の推移と予算の内訳（H26～R5）
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5年前と比べて約2割増

単位：円

●冬期における安全で快適な道路交通の確保
・冬期交通確保のための除排雪の充実

【道内全域における除排雪の充実、雪寒機械の更新・増強（小樽市など）】

・鉄道駅周辺・中心市街地・通学路などを中心とした歩道除排雪の充実
【道内全域】

・雪崩・地吹雪対策など、冬に強い道路施設等の整備
【国道44号根室防雪（根室市）、国道238号紋別防雪（湧別町・紋別市）、

国道272号上春別防雪（別海町）、宇津沢木線（興部町）、夕張新得線（占冠町）など】

主な要望内容

冬期交通確保のための除排雪の充実や雪崩・地吹雪対策など冬期における安全で
快適な道路交通の確保

【冬に強い道路施設等の整備】
▼京極倶知安線（京極町）

雪崩予防柵設置による交通障害解消雪崩による交通障害

雪崩予防柵の整備状況（R5.3末時点） N=56 (H28防災点検)
※通年通行止め区間及び冬期通行止め区間を除く

【道路防災総点検(雪崩)】

北海道建設部調べ



●自然豊かな水辺環境の整備・保全

・河道の連続性に配慮した砂防施設の整備 【セブ川（新冠町）、居辺川（上士幌町）など】

・ラムサール条約登録湿地等における自然再生事業の推進

【釧路湿原・ヌマオロ地区（標茶町）・幌呂地区（鶴居村）、久著呂川（標茶町、鶴居村）

夕張川（南幌町）、など】

・良好な水辺環境の保全・創出を推進

【漁川（恵庭市）、網走川（網走市）、十勝川（帯広市）、

利根別川（岩見沢市）、松倉川（函館市）など】

・緑豊かな水辺環境に配慮した砂防施設の整備
【蒜沢川（函館市、七飯町）など】

・在来植生に配慮した急傾斜地崩壊防止施設の整備 【留萌南町４丁目２地区（留萌市）など】

【良好な水辺環境の創出】
▼釧路湿原への土砂流出防止対策（久著呂川）

く ち ょ ろ

◎自然豊かな水辺環境づくり

おりべがわ

にんにくざわがわ

【ラムサール条約登録湿地の保全】
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▼漁川（恵庭市）

主な要望内容

河川環境の再生や自然に配慮した河川・砂防施設の整備など自然豊かな水辺環境
の整備・保全

土砂調整地の整備
⇒釧路湿原への流入
土砂量を軽減

釧路湿原へ

川幅を拡げ流れを
緩めて土砂を捕捉

工事後もタンチョウ、エゾシカが生息

土砂調整地

と ね べつがわ

持続可能な社会・経済の形成

くちょろがわ

【河道の連続性に配慮した砂防施設の整備】

施工直後

【在来植生に配慮した急傾斜地崩壊防止施設】
▼セブ川（新冠町） ▼留萌南町４丁目２地区（留萌市）

【緑豊かな水辺環境に配慮した遊砂地】

河道の連続性に配慮し、
スリットを設置。

寄せ石により澪筋を形成し、自然な
水際や川の流れの変化に配慮。

いざりがわ

しべちゃ ほろろ

いざりがわ

▼蒜沢川（函館市、七飯町）

施工直後

施工後5年

寄せ石

施工直後

植生回復状況

かわたびほっかいどう事務局 提供


